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1 はじめに
心理学部の学生は, Microsoft Office を用いてレ
ポートや卒業論文を作成している｡ このレポートや
卒業論文は, 科学論文の体裁を整えている必要があ
る (例えば, 科学論文での本文, 表, グラフの作成
方法には学会の規則や手引きが存在する)｡ この手
引き等に従えるだけのWord や Excel の知識や技
能を習得していくことが必要となる｡ 特に, 心理学
で必要な手続きや手法は, 他の分野と異なる｡ 例え





常, 検証問題を学生に課し, 結果の採点をし, 効果
判定をおこなう｡ この場合検証課題 (レポート等)
の判定では, 課題内容の検証 (レポートのチェック)
を評価者が熟読すれば行える｡ しかし, Word や
Excel の知識や技能が習得されているか否かを判定
する為には, 検証課題の結果と操作との比較が必要











本論文では, Word の VBA (Visual Basic for









課題解析のために VBA を使用する｡ VBA は,
Microsoft Office の各製品の使いやすさを向上する
ために開発されたプログラム言語である｡ VBA を
利用することにより, Excel や Access 等の定型業
務を自動化することができる (月ごとや週ごとの定
型的な処理を毎回最初から作業しなくてもよい)｡








Create and apply automatic scoring program for the Word task by using the VBA in Date-processing
exercises of psychology
SHIGEMURA, Masayuki (Chukyo University)
Office tasks were analyzed for automatic scoring process using Word VBA. The file created by the
Word analyzed in VBA code. Analysis contents are as follows. 1. Or page setup has been run correctly. 2.
Use the field code, to confirm whether the setting of the ruby has been performed correctly. Here, the ruby
refers to the character that is displayed on top of the Chinese characters. Also showed display code of how
the dialog box.









VBA によるプログラムは役に立つ｡ なお, VBA




タの環境として, OS：Windows 10, アプリケー
ションは, Microsoft Office 2013 を使用した｡
Word の課題の概略として, 1) 入力後, ファイ
ルの挿入を行い, ページ設定として, 文字数と行数,
余白の変更を行うこと｡ 2) 特定の文字列に, ルビ
をふること｡ 3) 特定の文字列に対し, フォント名
の変更とフォントサイズの変更を行うこと｡ 4) 表
を作成し, 特定のセルの文字列に対し, 隠し文字の
設定を行うこと｡ 5) セクションを 1 つ増やし, 新









 ｢1 番目の解答｣ から ｢問題文｣ までの文章を
入力し, 次に, ｢問題文｣ の次の行に, ｢問題文－
性格特性論. docx｣ を挿入し, その後, 学籍
番号－特性論で保存しなさい｡
 余白は上下左右を 25mm とし, ページの文字
数を 43 に, 行数を 43 に変更しなさい｡
 文章の下に, 1 行あけて, ｢解答群｣ と入力し,
その下に, 解答群を 2行で作成し (本文よりコ
ピー), 語と語の間は ｢カンマ ( , )｣ で区切り,
文字の先頭とカンマの位置は, ほぼ揃っている
こと｡ 解答群の ｢性格特性｣ に対し, カタカナ
でサイズ 6pt のルビを振りなさい｡
 解答群の下に 1行あけて ｢解答欄｣ と入力し,
解答欄 (4 行 5 列) を作成しなさい｡
 解答欄の 1行目のセルには①から⑤と入力し,
高さを 6mmに指定しなさい｡ 次に, 2 行目は
①から⑤の解答を本文よりコピーし, 高さを
15mmに設定しなさい｡ 3 行目は⑥から⑩と入
力し, 高さを 6mmに設定し, 4 行目は⑥から
⑩の解答を本文よりコピーし, 高さを 15mm
に設定しなさい｡ なお, 解答欄の文字位置は,








用紙サイズを B5 とし, 印刷の向きは横とし,
上下左右の余白をすべて 20mm とし, 文字数





 1 行開けて, ｢解答群｣ が入力されていること｡
コピーが正しく行われていて, 語と語の間が





 1 行開けて ｢解答欄｣ と入力されていること｡
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により, Figure 1 の (②) から (⑩) のように,
解答が表示されないが, 表示にすると, (①抑うつ
性) のように表示される｡ ここでは, 違いを示すた
めに, (①) と①セルの下には, 隠し文字の設定が
解除してある｡ 隠し文字の設定は, 1 つのファイル
(文章) で, 問題用紙と解答用紙とを同時に作成す






紙として, 印刷される｡ 印刷が終わったなら, 隠し
文字の印刷をする設定を解除しておく｡
6 Word VBAプログラムについて
Word VBA を用いた解析作業は, 教育効果判定
用の確認項目が正しく設定されているか否かを調べ
るものである (例えば, 用紙のサイズが B5 に設定
されているかの確認を, レイアウト→ページ設定を
クリックして調べなくても確認できる)｡ しかし,
Word VBA は, 資料が少ないので, プログラム作
成には幾つかの補助手段が必要となった｡ その 1つ
として, 自動記録マクロがある｡ マクロを使用する
為には, リボン (Microsoft Office を起動した際の
画面上部に ｢ファイル, ホーム, 挿入等｣ が表示さ
れる部分があるが, その部分を Microsoft はリボ







クロを有効にする｣ の順に設定し, VBA プロジェ
クトオブジェクトモデルへのアクセスを信頼するに
チェックの後に OK ボタンを押す｡ この変更を加
えないと, VBAが動作しない｡
次に Visual Basic Editor で, プログラムを作成
するために, コードウィンドウを開く｡ 操作として,
挿入→標準モジュールをクリックする｡









いことが多い｡ Visual Basic Editor では, 先頭行
｢Sub プログラム名 ( )｣ の最後のカッコを書い
た後, Enter キーを押すと, 自動的に 2 行下に,
｢End Sub｣ という行が挿入される｡ VBA の命令
語は, 基本的に半角文字を使用のこと｡ Visual




原則 Word の文章に保存されるので, 文書を保存
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Sub プログラム名 ( )









するときに, ｢マクロ有効文書 (拡張子が *. docm
となる)｣ で保存する｡ 通常の形式 (*. docx) で保
存すると, マクロやVBAは保存されないので注意
が必要である｡
7-1 Visual Basic Editor に付加するウィンドウ
Visual Basic Editor だけでは, 使用しにくいの
で他のウィンドウを付加する｡ 付加するウィンドウ
には, イミディエイトウィンドウ, ローカルウィン
ドウ, ウオッチウィンドウとする｡ さらに, オブジェ
クトブラウザー (F2 キーを押すことでも表示でき
る) を用いると, VBA の命令 (プロジェクトで使
用できるシンボル (命令語)) を確認できる｡ これ


























する｣｡ これは, タブ ｢開発｣ のコード領域にある
｢マクロの記録｣ をクリックしても同じことができ
る｡ クリックしたことによりマクロの記録ダイアロ
グボックスが出現する (Figure 3 参照)｡




次に, マクロの保存先 ( S ) について, これは
必ず指定する｡ 現在, すべての文書 (Normal.
dotm) になっているが, このままでは, すべての
文書に保存されるので, ｢現在の文書｣ に必ず変更
する｡ マクロを割り当てる対象 (ボタンとキーボー
ド) は指定しない｡ 説明には, 操作を記述しておく
と, それがプログラム中に注釈行として保存される
ので, 書いておくと良いがなくても可能である｡ ファ
イルをオープンするマクロを記録し, Figure 3 を








る Project (ファイル名) の下の標準モジュールを
ダブルクリックし, NewMacroes を選択する｡ 右
側に, コードウィンドウが表示される｡
・コードの表記について
コードは, 基本的に, 予約語とドット ( . ) 予約
語のパターンで記述する｡ 予約語の後に左括弧があ
り, 引数を必要とする場合は, 引数と引数の間は,
カンマ ( , ) で区切る｡
8-1 ファイルのオープン
自動記録マクロで作成したコードの結果例






docx" , ConfirmConversions:= False _
, ReadOnly := False ,
AddToRecentFiles :=False ,
PasswordDocument :="" , _
PasswordTemplate :="" , Revert :=False ,











Dim dlgOpen As FileDialog
・FileDialog 型の変数を定義している
Set dlgOpen = Application . FileDialog( _





. AllowMultiSelect = True
・複数ファイルの設定を可とする












予約語 (命令語のこと) は, 小文字で入力しても,
正しく入力されていると, 一部が, 大文字に変更さ
れる｡ もし, Enter キーを押しても, 大文字になら
ない場合, スペルミスの可能性が高い｡ その際, 入
力途中で CTRL＋スペースを押すと, 正しい綴り
が表示されることがある｡ また, 予約後の最後に,










Dim str() As String
・配列変数 st r を予約する｡ 大きさを ReDim で
決定する
Dim cnt As Long
・変数 cnt を予約した
Dim i As Long
・変数 ｉを予約した
ActiveDocument . ActiveWindow . View .
ShowFieldCodes = Not _ ActiveDocument .
ActiveWindow . View . ShowFieldCodes
・フィールドコードを表示
With ActiveDocument . Sentences
cnt = . Count
・オープンされている文章の行数をカウントした
ReDim str(1 To cnt)
・配列の大きさを 1からの形で定義した
For i = 1 To cnt




ActiveDocument . ActiveWindow . View .
ShowFieldCodes = Not _ ActiveDocument .
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力文字数は, 52 文字なので, 文字数が 52 以上であ
り, 4 つめの文章 (センテンス) が ｢性格特性論｣








＊ . ComputeStatistics (Statistic ,
IncludeFootnotesAndEndnotes )
Statistic は必須で, WdStatistic 型
IncludeFootnotesAndEndnotes はオプションでバ
リアント型 (True なら脚注と文末脚注を含める,









次に, 上下左右の余白を 25mm とし, ページの
文字数を 43 に, 行数を 43 が, 正しく設定されてい
るかの確認方法について述べる｡
ここでは, カーソルを先頭ページに移動し, ペー
ジ設定について確認した｡ ページ設定では, 9 種類
の項目の確認をする｡ そこで, それぞれの値を格納
するために, 9 個の要素を持つ配列を定義した｡ 今
回は, 2 回ページ (2 種類の) 設定確認するので,
配列は, 2次元とする｡ 変数の型はVariant とする｡
コード
Dim pag_set(1 , 9) as Variant
Selection . GoTo what:=wdGoToPage ,
which:=wdGoToFirst
・先頭ページに移動
With Selection . PageSetup
pag_set(0 , 1) = . CharsLine
・文字数がセットされた
pag_set(0 , 2) = . LinesPage
・行数がセットされた
pag_set(0 , 3) = . TopMargin
・上余白がセットされた
pag_set(0 , 4) = . BottomMargin
・下余白がセットされた
pag_set(0 , 5) = . LeftMargin
・左余白がセットされた
pag_set(0 , 6) = . RightMargin
・右余白がセットされた
pag_set(0 , 7) = . LayoutMode
・レイアウトモード：0 なら標準, 1 なら文字数と
行数指定, 2 なら行数だけ指定, 3 なら原稿用紙の
指定がされている｡
pag_set(0 , 8) = . PaperSize
・ページサイズはA3 なら 6 が, A4 なら 7 が, B4
なら 10 が, B5 なら 11 が設定されている｡
pag_set(0 , 9) = . Orientation
・印刷の向きは, 0 なら縦が, 1 なら横が設定され
ている｡
End With
注意) すべての ｢＝｣ の後にドット ( .) がある｡
例えば, 文字数の場合は,
＝ . CharsLine である｡ これは, Selection .
PageSetup . CharsLine を With と End With を
用いて記述してある｡
語がコピーされているか, カンマの位置合わせに
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Table 1 変更値 (WdStatistic 列挙 (Word))





















{ EQ ￥＊ jc2 ￥＊ "Font:ＭＳ 明朝" ￥＊ hps




る｡ また, 文字飾りとして利用もできる｡ 通常, ル
ビは, ルビのダイアログボックスで設定する｡
設定を変更した際のフィールドコードを比較する
と, 配置を変更すると jc0～jc4 の部分 (上述では
jc2) が変わり, ￥o の後に￥ad (均等), ￥al (左
揃え), ￥ar (右揃え) が付加される｡ フォントを
変更すると Font にフォント名が変更され, ( )内
のルビのフォントが変更される｡ オフセットを 0
pt から 5pt に変更すると￥up 9 の部分が￥up 14






jc0 中央揃え, jc1 均等割り付け 1, jc2 均等割
り付け 2, jc3 左揃え, jc4 右揃えとなる｡
hps はサイズでポイント数に関係していて, 2 倍さ





ActiveDocument . ActiveWindow . View .
ShowFieldCodes = Not _ ActiveDocument .
ActiveWindow . View . ShowFieldCodes
・フィールドコード表示
With ActiveDocument . Sentences
cnt = . Count
For i = 1 To cnt
x = InStr(1 , . Item(i) . Text , "hps" , 1)
If x <> 0 Then
sen = , . Item(i) . Text




x = InStr(1 , sen , "hps" , 1) + 3
hps の h があるのは, x 文字目なので, 値の位置は
+3 する
Z = Mid(sen , x , 2) / 2
Z は文字サイズで, hps の値は, 2 倍されている
x = InStr(1 , sen , "up" , 1) + 3
y = Mid(sen , x , 1)
If y = 9 Then
y = 0
Else
y = Mid(sen , x , 2)
・オフセットの値 y は 0 ポイントの時 9 なので -9
する｡
y = y - 9
End If




4 行 5 列の表作成とセルの高さと文字位置の設定
について
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ているか) を数えるコードは
hyo = ActiveDocument . Tables . Count




With ActiveDocument . Tables (1)
Retusu = . Columns . Count
・Retusu に列数をカウントする｡
Gyosu = . Rows . Count
・Gyosu に行数をカウントする｡
End With
今回は, 表が 1 つのみなので, Tables (1) と記
述する｡




For i = 1 To Gyosu
x = Selection . Rows . Height
・xに高さを求めている｡
xm = Round(PointsToMillimeters(x), 1)
・高さをのポイントをｍｍ単位に変換している
xr = Selection . Rows . HeightRule
・サイズの高さの設定値が得られる｡
xr が 0 なら最小値で, 1 なら固定値となる｡ 高さ
の判定を行うために値を取得する｡







With ActiveDocument . Tables(1)
Selection . ParagraphFormat . Alignment
= wdAlignParagraphCenter (1)









tate = ActiveDocument . Tables(1) .
ParagraphFormat . Alignment
yoko = ActiveDocument . Tables(1) .
Cells . VerticalAlignment
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Table 2 Range. GoTo メソッドのパラメータと説明














文書内の項目の数｡ 既定値は, 1 です｡ 正の値のみが有効です｡ 範囲の
前にある項目を指定するには, Which としてwdGoToPrevious を使用




What の指定が, wdGoToBookmark, wdGoToComment, wdGoT




sec_su = ActiveDocument . Section . Count
の
sec_su にセクションの数を求め, 1 以上かの判定で
確認する｡
8-9 ページ設定 (2 ページ目) が正しく行われて
いるか
今回は, 1 ページ目と 2ページ目のレイアウトの





What, Which 等はパラメータといい, 以下の意
味がある (Table 2 参照)｡
今回は, 2 ページ目の指定なので,
What:=wdGoToPage としたが, wdGoToSection




Dialogs( wdDialogFileSaveAs ). Show
を用いる｡
9 教育効果の判定






る方法の一つとして, Word VBA を用いて, 課題
の解析を行うプログラムを作成し, その概要を説明
した｡ VBA を使用することにより, 教育効果の有






実際に, Word VBA を適用した結果は, 指定し
た指示のほぼ 97％が守られていた｡ プログラム上
で, 指示通りに行われていないと判断されたケース
では, 例えば, 余白の設定が 1 mmずれていたり,
文字数の設定を飛ばしていたりする場合が見られた｡
余白の設定が 1 mm ずれていた間違いは, 理解不
足というより, マウス操作等の操作ミスで生じた可
能性があり, 理解不足とは考えにくいものである｡














ラムの応用として, Figure 1 に示したような解答
欄に答を記入する方式で結果が得られるような分野
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